
社
会
評
論
　
第
189
号

表
紙
デ
ザ
イ
ン
・
追
川
恵
子　

イ
ラ
ス
ト
・
金
山
政
紀

	

編
集
後
記   

176

●
巻
頭
エ
ッ
セ
イ
・
春
夏
秋
冬 

�

し
ゅ
ん
か
し
ゅ
う
と
う

︿
連
載
﹀

︿
波
来
土
の
漫
画
館
﹀	

波
来
土	

143

︿
イ
ラ
ス
ト
通
信
﹀
①
②
　
  
広
浜
綾
子　

	

過
去
、日
本
の
原
子
爆
弾
開
発
策
動
の
黒
幕
を
暴
く

 

朝
鮮
労
働
党
機
関
紙『
労
働
新
聞
』に
掲
載
さ
れ
た
記
事
全
文

チ
ョ
・
テ
ク
ポ
ム

リ
・
ギ
ョ
ン
ス
130

四
月
革
命
の
色
と〝
ろ
う
そ
く
革
命
〟の
色

 

先
進
労
働
者
た
ち
の
課
題
と
関
連
し
て

労
働
社
会
科
学
研
究
所

編
集
委
員

蔡

萬

洙
122

前
進
す
る
キ
ュ
ー
バ

 

社
会
主
義
を
実
行
す
る
制
度
と
思
想

ダ
ミ
ア
ン
・
デ
ル
ガ
ド
・
バ
ス
ケ
ス

100

駐
日
キ
ュ
ー
バ
共
和
国

大
使
館
三
等
書
記
官

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
で
キ
ュ
ー
バ
に
連
帯
す
る
こ
と
の
意
義
を
確
認

 

分
科
会
で〈
思
想
運
動
〉の
連
帯
活
動
を
報
告

村
上
理
恵
子
110

〈
活
動
家
集
団 

思
想
運
動
〉

常
任
運
営
委
員

マ
ニ
ラ
宣
言

 

第
八
回
キ
ュ
ー
バ
連
帯
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
会
議
最
終
宣
言

118

組
織
委
員
会
委
員
長
・
医
者
・
キ
ュ
ー
バ
代
表
団
長
の
開
会
あ
い
さ
つ

114

韓
国
サ
ン
ケ
ン
労
組
日
本
遠
征
団
は
訴
え
る

 

日
系
企
業
の
横
暴
は
許
さ
な
い
！

金

恩

亨
82

民
主
労
総
金
属
労
組
慶
南
支
部

韓
国
サ
ン
ケ
ン
支
会

解
雇
者
復
職
闘
争
委
員
会
共
同
議
長

女
性 

 

「
慰
安
婦
」問
題
の
現
状 

─
─ 

何
も
解
決
し
な
か
っ
た

「
日
韓
合
意
」　　
　

国
際 

 

英
国
総
選
挙
で
の
労
働
党
の
躍
進 

─
─ 

鉄
道
労
働
者
の
闘
い
に

そ
の
原
動
力
を
見
る

Ｖ
Ａ
Ｗ
Ｗ 

Ｒ
Ａ
Ｃ

共
同
代
表

国
際
政
治

研
究

150 144

中
原
道
子

沖
江
和
博

︿
特
集
Ⅱ

第
八
回
キ
ュ
ー
バ
連
帯
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
会
議（
マ
ニ
ラ
）ド
キ
ュ
メ
ン
ト
﹀

現
代
の
世
界
恐
慌
を
ど
う
と
ら
え
る
か

 

危
機
の
先
送
り
を
続
け
る
世
界
資
本
主
義

小
野
利
明
70

世
界
経
済
分
析

わ
れ
わ
れ
は
い
ま
、ど
う
い
う
時
代
に
生
き
、ど
う
活
動
す
べ
き
か

 

資
本
主
義
か
ら
社
会
主
義
へ
の
全
世
界
的
移
行
期
の
逆
流
期
の
な
か
で

広
野
省
三
24

〈
活
動
家
集
団 

思
想
運
動
〉

常
任
運
営
委
員
会
責
任
者

共
謀
罪
に
抗
し
、安
倍
壊
憲
阻
止
へ

山
口
正
紀
58

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
／

「
人
権
と
報
道
・
連
絡
会
」世
話
人

 「
戦
争
す
る
国
」作
り
の
治
安
弾
圧
立
法
は
許
さ
な
い

清
水
早
子

戦
争
と
基
地
を
拒
否
す
る
沖
縄
の
声
を
聞
け

 

琉
球
列
島
・
宮
古
島
で
進
行
す
る「
陸
自
配
備
計
画
」の
実
態

40

宮
古
平
和
運
動
連
絡
協
議
会
共
同
代
表
・

宮
古
島
ピ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
実
行
委
員
会
代
表

︿
特
集
Ⅰ

戦
争
を
必
要
と
す
る
資
本
、そ
れ
に
抗
う
人
民
﹀

︿
原
発
事
故
被
災
者
の
声 

⑯
﹀	

國
分
富
夫	

97

歴
史
を
つ
な
ぎ
、歴
史
を
つ
く
る
─
─ 

「
戦
争
孤
児
た
ち
の
戦
後
史

研
究
会
」の
活
動
を
通
し
て

立
教
大
学

名
誉
教
授

4

浅
井
春
夫

失
わ
れ
た
阿
武
隈
の
自
然

葛
尾
村
Ａ
Ｄ
Ｒ
集
団

申
立
推
進
会
・
代
表

５

小
島
　

力

「
ず
ぶ
ん（
自
分
）の
あ
だ
ま（
頭
）で
考
え
ろ
」

東
京
学
芸
大
学

教
員

7

大
森
直
樹

2

『
父
の
遺
言
─
戦
争
は
人
間
を「
狂
気
」に
す
る
』を
上
梓
し
て
元
衆
議
院
議
員

伊
東
秀
子

土
松
克
典
94

「
海
水
の
な
か
の
３
％
の
塩
分
」の
は
な
し

 

韓
国
サ
ン
ケ
ン
労
組
の
解
雇
撤
回
闘
争
勝
利
に
お
も
う

韓
国
サ
ン
ケ
ン
労
働

組
合
を
支
援
す
る
会

︿
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
独
り
言
﹀
　	

追
川
恵
子 	
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︿
労
働
者
通
信 

 

労
働
・
生
活
・
闘
争
の
現
場
か
ら
﹀

清
水
直
子
10

プ
レ
カ
リ
ア
ー
ト

ユ
ニ
オ
ン
執
行
委
員
長

ブ
ラ
ッ
ク
企
業
を
改
善
す
る
闘
い 

─
─ 

ア
リ
さ
ん
マ
ー
ク
の
引
越
社
配

転
問
題
は
和
解
で
勝
利
的
解
決

高
梨
晃
嘉

か
な
が
わ
ア
ク
シ
ョ
ン

代
表
世
話
人

14

『
広
報
よ
こ
は
ま
』記
事
で
抗
議
の
申
し
入
れ 

─
─ 

朝
鮮
へ
の
差
別
を
煽
る 

記
事
に
地
元
市
民
が
抗
議

南
川
　

潤

大
阪
教
育

合
同
労
組

17

難
民
問
題
か
ら
み
る
日
本
社
会
の
未
来 

─
─ 

立
ち
遅
れ
る
日
本
の
難
民
支

援
、
収
容
セ
ン
タ
ー
の
現
実

田
代
ゆ
き

文
学
館
嘱
託
員

19

二
度
殺
さ
れ
た
労
働
者
の
身
体 
─
─ 
揚
野
浩
『
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
哀
愁
劇
場
』

︿
東
日
本
大
震
災
・
壊
滅

地
区
復
興
委
員
だ
よ
り 

⑯
﹀	

金
野
正
晴	

9

︿
放
射
能
汚
染
と
向
か
い

合
う
た
め
の
基
礎
知
識 

⑫
﹀	

今
中
哲
二	

163

ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
に
関
す
る
憲
法
学
説

 

民
主
主
義
観
を
め
ぐ
っ
て

前
田　

朗
154

東
京
造
形

大
学
教
授

︿
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
と
闘
う
た
め
に  

⑦
﹀

無
景

東
京
西
部

歌
人

129

加
部
洋
祐

︿
短
歌
﹀

︿
状
況
２
０
１
７ 

夏
﹀

︿
韓
国
の
論
調
﹀

︿
こ
の
人
に
聞
く
﹀

︿
映
画
再
見
﹀

『
勝
利
者
』カ
ー
ル
・

フ
ォ
ア
マ
ン 

監
督	

立
野
正
裕
69

︿
川
柳
／
笑
歌
﹀

九
九
の
ド
ン
パ
ン
節	

笑
い
茸
98174

︿
読
書
ノ
ー
ト
﹀

︿
読
者
会
か
ら
﹀

酒
井
一
吉
詩
集『
接
吻
ト
ン
ネ
ル
』

170

作
家

林
　

健
168

『
夏
の
花
』

劇
作
家

河
津
聖
恵
詩
集

杉
浦
久
幸

164

朝
鮮
美
術
文
化
研
究

『
朝
鮮
民
族
の
美
100
点
』

金  

哲  

央 

著

古

川

美

佳
166

立
野
正
裕 

著

Ｈ
О
Ｗ
Ｓ
受
講
生

伊
藤
龍
哉

『
ス
ク
リ
ー
ン
の
な
か
へ
の
旅
』

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ 

Ｗ
Ａ
Ｔ
Ｃ
Ｈ

172

『
沖
縄
か
ら
伝
え
た
い
。米
軍
基
地
の
話
。Ｑ
＆
Ａ　

Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
』（
沖
縄
県
編
著
）
／
『
教

育
に
浸
透
す
る
自
衛
隊　
「
安
保
法
制
」下
の
子
ど
も
た
ち
』（『
教
育
に
浸
透
す
る
自
衛
隊
』

編
集
委
員
会
編
）
／
『
教
育
勅
語
と
道
徳
教
育
─
─
な
ぜ
、今
な
の
か
』（
平
井
美
津
子
著
）
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第
８
回
キ
ュ
ー
バ
連
帯
ア
ジ
ア
太
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洋
地
域
会
議
の
概
要
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・
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︿
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
﹀


